
吉野川 
 
吉野川は、高知県と愛媛県の県境にある瓶ヶ森にその源を発し、四国中央部を東に流れ

幾つもの渓流を合わせながら、高知、徳島県境付近で流れを北に変え、大歩危、小歩危の

奇勝をつくり、銅山川、祖谷川を合流し徳島県池田町に入る。そして、再び東に向きを変え、

徳島平野を貫流し、旧吉野川を分流、徳島市で紀伊水道に注ぐ。流路延長 194km、流域面

積 3,750k ㎡の日本を代表する大河川である。 

（出典：国土交通省ホームページ） 

 

 

【近年の水質状況】 
  
河川 

最小 ～ 最大 平均 75%値 基準値 最小 ～ 最大 基準値

H15 0.5 ～ 1.1 0.6 0.5 6.6 ～ 7.6
H14 0.5 ～ 1.1 0.6 0.7 6.7 ～ 7.7
H13 0.5 ～ 1.4 0.8 1.0 6.7 ～ 8.4
H15 0.5 ～ 1.1 0.8 1.0 7.3 ～ 7.9
H14 0.5 ～ 1.0 0.7 0.7 7.2 ～ 7.5
H13 0.5 ～ 1.4 0.8 1.0 7.4 ～ 7.7
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大川橋

水系名 年度類型 環境基準点

吉野川下流 A 高瀬橋

ｐH

6.5～8.5

6.5～8.5

BOD（mg/l）

1吉野川上流 AA

 
 

最小 ～ 最大 平均 基準値 最小 ～ 最大 平均 基準値 最小 ～ 最大 平均 基準値

H15 8.0 ～ 12 10 1 ～ 1 1 70 ～ 2,400 720
H14 8.4 ～ 13 10 1 ～ 2 1 33 ～ 13,000 1,800
H13 8.3 ～ 12 10 1 ～ 70 7 49 ～ 7,900 1,900
H15 7.9 ～ 13 9.6 1 ～ 4 2 330 ～ 13,000 3,800
H14 7.2 ～ 11 9.3 1 ～ 6 2 94 ～ 49,000 4,900
H13 7.6 ～ 11 9.5 1 ～ 5 2 460 ～ 17,000 3,500

DO（mg/l）

7.5

7.5高瀬橋

年度環境基準点

大川橋

SS（mg/l）
大腸菌群数
（MPN/100ml）

50

1,000

25

25

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

湖沼 
 

最小 ～ 最大 平均 75%値 基準値 最小 ～ 最大 基準値

早明浦ダム A 上吉野川橋 H15 1.0 ～ 2.0 1.5 0.5 3 7.6 ～ 8.7 6.6 ～8.5

COD（mg/l）
水系名 年度類型 測定地点

ｐH

 
 

最小 ～ 最大 平均 基準値 最小 ～ 最大 平均 基準値 最小 ～ 最大 平均 基準値

上吉野川橋 H15 8.8 ～ 12 10 7.5 1 ～ 2 2 5 1,700 ～ 1,700 1,700 1,000

測定地点
DO（mg/l） SS（mg/l）

大腸菌群数
（MPN/100ml）年度

 
 
 
 
 

最小 ～ 最大 平均 基準値 最小 ～ 最大 平均 基準値

早明浦ダム A 上吉野川橋 H15 0.15 ～ 0.28 0.21 0.2 0.003 ～ 0.006 0.005 0.01

水系名
全燐（mg/l）

類型 年度測定地点
全窒素（mg/l）

 
 

 

 

（出典：公共用水域の水質測定結果） 
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